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はじめに 
本手順書は、法人向けインターネットバンキングサービス（ＷＥＢ－ＦＢ）の本人認証方式を、

電子証明書（注１）による認証（電子証明書方式（注２））でご利用される場合の操作方法および

留意事項について記述しています。 
 
（注１）電子証明書 

電子証明書とは、個人および利用するパソコンを特定するための電子的な身分証明書のこと

です。電子証明書をご利用のパソコンに登録し、ログイン時に電子証明書を提示することで、

お客様ご自身であることを確認いたします。電子証明書方式をご利用することにより、利用

するパソコンを特定することができるので、パソコンの不正利用防止に効果があります。 

 
（注２）電子証明書方式 
     ログイン認証時に「電子証明書」と「ログインパスワード」を用いて認証を行います。 
    電子証明書方式では、あらかじめ利用者端末にインストールされている電子証明     

書を提示した後、電子証明書提示者のログインパスワードにより本人認証を行い     

ます。そのためフィッシング等の被害によりパスワードが漏洩した場合でも、Ｉ     

Ｄとパスワードのみでのログインが不可となります。また、正規のユーザであっ     

ても電子証明書がインストールされていない端末からのログインができないため、利用者の

端末を特定することができます。 
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１．推奨環境 
◇Windowsパソコンのみでのご利用となります。 
◇MacOS やスマートフォン、タブレットは推奨環境対象外です。 
◇推奨環境の詳細はホームページ、WEB-FBのご利用ガイド内・ご利用環境確認に掲載します。 
 
２．パソコンの設定 

 

 

 

 

 

 

 

（１）ＷＥＢ－ＦＢログイン画面を表示します 
三島信用金庫のホームページを表示させます。 

   ＵＲＬ⇒ 
 

ホームページ内のＷＥＢ事業者向けサービスをクリックしＷＥＢ－ＦＢ事業者向けログインボタ

ンをクリックしますと下記のログイン画面が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.mishima-shinkin.co.jp/ 

電子証明書方式のご利用を開始するにあたり、次の手続きが必要となります。 
  

三島信用金庫ホームペ

ージ内の WEB-FB のロ

グイン画面を表示 

 

電子証明書の取得に必

要なブラウザの設定 

 

電子証明書の取得 

 

電子証明書方式による

ＷＥＢ－ＦＢサービスに

ログイン 

 

http://www.mishima-shinkin.co.jp/
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（２）電子証明書方式をご利用になるために必要なブラウザの設定を行います。 

（IE のバージョンにより表示される文言等に若干の違いがありますが、実施方法は同じ手順です。） 

①互換表示設定を行います。（InternetExplorer 10.0／11.0 利用の場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

②インターネットオプションの設定を行います。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ブラウザの「ツール(Ｔ)」を選択し、「インターネッ

トオプション」ダイアログを表示します。 

 

ブラウザの「ツール(Ｔ)」を選択し、「互換表示設定

（Ｂ）」ダイアログを表示します。 

追加するＷｅｂサイトに「shinkin-ib.jp」を入力し、

追加をクリックします。 

「互換表示に追加した Webサイト（Ｗ）」に、入力し

た内容が表示されたことを確認し、閉じるをクリッ

クします。 
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「セキュリティ」タブの設定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

「セキュリティ」タブより「信頼済みサイト」ゾー     

ンをクリックし、「このゾーンのセキュリティのレベ

ル」を「中」に変更して下さい。 

 

「中」に変更後、「サイト(Ｓ)」をクリックして下さ

い。 

「この Webサイトをゾーンに追加する(Ｄ)」項目に
「https://*.shinkin-ib.jp」を入力し、「追加(Ａ)」
をクリックして下さい。 

https://*.shinkin-ib.jp 

「セキュリティ」タブを選択し、「このゾーンのセキ

ュリティレベル」が「中高」になっていることを確

認します。 

「保護モードを有効にする」が有効（チェックが入

っている）になっていることを確認します。 

https://*.shinkin-ib.jp 「Webサイト (Ｗ)」に入力した内容が追加されたこ
とを確認し、閉じるをクリックします。 

「保護モードを有効にする」が無効（チェックが入

ってない）になっていることを確認します。 

☑ 
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「プライバシー」タブの設定 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「詳細設定」タブの設定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「プライバシー」タブを選択し、「すべての Cookie
をブロック」または「高」以外に設定されているこ
とを確認します。 

「ポップアップブロックを有効にする」にチェック
を入れて、設定をクリックします。 

「 許 可 す る Web サ イ ト の ア ド レ ス 」 に 、
「http://www.shinkin.co.jp」の URL を入力し、追
加をクリックします。 

「許可されたサイト」に入力した URL が表示された
ことを確認し、閉じるをクリックします。 

http://www.shinkin.co.jp 

 ☑ 
 ☑ 

「詳細設定」タブより「セキュリティ」の項目を設

定します。 

 □「SSL2.0 を使用する」･･･チェックを外す 

 □「SSL3.0 を使用する」･･･チェックを外す 

 ☑「TLS1.0 を使用する」･･･チェックを入れる 

 □「TLS1.1 の使用」･･･････チェックを外す 

 ☑「TLS1.2 の使用」･･･････チェックを入れる 

WindowsVista は「TLS1.2 の使用」が表示されません

ので、「TLS1.0を使用する」のみにチェックを入れて

下さい。 

設定後、「ＯＫ」をクリックします。 
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③SmartScreenフィルター機能の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．電子証明書の取得 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

ＷＥＢ－ＦＢのトップページから電子証明書取得ボ

タンをクリックして下さい。 

 

★電子証明書は、取得処理を行ったパソコンのみ

有効となりますので、電子証明書方式をご利用

になるパソコンから本処理を行って下さい。 

 

 
管理者（マスタＩＤ）の電子証明書取得有効期限は、
当金庫にて行なう発行処理から８０日以内です。 

メモ 

「SmartScreen フィルターを有効にする（推奨）」に
チェックを入れて、ＯＫをクリックします。 

ブラウザの「ツール(Ｔ)」を選択し、「SmartScreen
フィルター機能（Ｔ）」（ＩＥのバージョンによって
は、セーフティ内）を選択し、「SmartScreen フィル
ターを有効にする（Ｏ）」をクリックします。 
※有効にしている場合は「SmartScreen フィルターを
無効にする」が表示されます。 

SmartScreenフィルターを有効にする（Ｏ） 

ブラウザの設定内容を反映するため、全てのブラウ
ザを閉じてから、再起動をしてください。 

信頼済みサイトへ登録した場合であってもログイン画面が表示されない等の不具合が発生した場合は、

お客様のネットワーク環境において、ブラウザで設定した信頼済みサイトがファイアウォール等でブロ

ックされていないかご確認ください。なお、ファイアウォールの設定詳細については、お客様のネット

ワーク管理者にご確認ください。 
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お申込時にお届けいただいた利用申込書（お客様控）

の「お客様ＩＤ」と「初回ログインパスワード」を

半角で入力後、取得ボタンをクリックして下さい。 

注）「お客様ＩＤ」欄入力後、ログインパスワード

欄へのカーソルを移動する場合に Enter キーは

使用できませんので、マウスまたは Tab キーに

よるカーソルの移動を行なって下さい。 

「電子証明書取得前処理中」の画面が表示され、取

得前処理が完了した後、「電子証明書取得開始」が表

示されます。 

取得をクリックします。 

「Ｗｅｂアクセスの確認」画面が表示されるので

はいをクリックします。 

※本画面は２度表示されますので、それぞれはい

をクリックします。 

「Ｗｅｂアクセスの確認」画面が表示されるので

はいをクリックします。 

「電子証明書発行処理中」画面が表示されます。 
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４．電子証明書方式によるログイン 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 《認証完了 メイン画面へ》 

証明書を選択後、ＯＫボタンをクリックして下

さい。 

＊ 証明書名は「お客様ＩＤ＋１５０６」にな

ります。 

＊ ログインしたいお客様ＩＤが表示されて

いる証明書を選択して下さい。 

「ログインパスワード入力」画面が表示される

ので、お申込時にお届けいただいた利用申込書

（お客様控）の「初回ログインパスワード」を

入力後、認証ボタンをクリックして下さい。 

証明書が 1つの場合は、本画面は表

示されません。 

ＷＥＢ－ＦＢのトップページから電子証明書ロ

グインボタンをクリックして下さい。 

sansin1134 1506 

sansin00   1506 

「電子証明書発行完了」画面が表示されるので

内容を確認後、このウィンドウを閉じるをクリ

ックします。 

※「利用開始」作業により管理者（マスタＩＤ）

の初回パスワードを変更していないお客様は、

電子証明書方式によるログイン後、「パスワード

変更画面」にて各種パスワード変更、続いて「利

用開始番号発行画面」へ遷移します。 
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５．承認者・一般者（パブリックＩＤ）への電子証明書発行登録 

 承認者・一般者（パブリックＩＤ）への電子証明書の発行登録を行います。 

本処理は、承認者・一般者（パブリックＩＤ）の方が電子証明書方式でＷＥＢ－ＦＢをご利用にな

る上で必要になる電子証明書の取得を許可するための操作です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① メニューから、「管理機能」⇒「Ｉ

Ｄメンテナンス」を選択し、利用者

一覧から、証明書を発行する承認

者・一般者（パブリックＩＤ）を選

択し、    をクリックしてくだ

さい。 
（新規に利用者を追加する場合は「新 

規登録」を選択します。） 

 
 
 
 
 
 
② 現在設定されている内容が表示さ

れます。（新規登録の場合は各項目

に設定内容を入力します。） 
「電子証明書」欄の「発行する」チ

ェックボックスにチェックを入れ

て、  をクリックします。 登録 

編集 
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③登録が完了し、電子証明書の取得が

可能になります。 

 

≪承認者・一般者（パブリックＩＤ）への 
電子証明書発行登録完了≫ 

≪承認者・一般者（パブリックＩＤ）の電子証明書取得≫ 
発行登録を行った承認者・一般者（パブリックＩＤ）で電子

証明書の取得（「３．電子証明書の取得」参照）を行ってくだ

さい。 

≪承認者・一般者（パブリックＩＤ）でログイン≫ 
承認者・一般者（パブリックＩＤ）での電子証明書ログイン

（「４．電子証明書方式によるログイン」参照）が可能となり

ます。 
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６．電子証明書の更新をするには 

  電子証明書は、１年毎にライセンスの更新処理が必要になります。有効期限まで３０日以内に 
なった場合、ログイン後に電子証明書更新通知画面が表示されます。 

  電子証明書を更新する手順は次の通りです。 
  なお、電子証明書の更新はＩＤ毎（マスタＩＤ・パブリックＩＤ）に必要となります。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

① ログイン後に電子証明書更新通知画面を確   
  認し、        をクリックします。 
  
 
 ※        をクリックした場合は、

メイン画面にて       をクリック 
  し、更新ください。 
 

 

 

② 「電子証明書更新前処理中」画面が表示さ

れ、その後自動的に「電子証明書更新開始」

画面が表示されます。  

 

 

③ ログイン後の電子証明書更新開始画面から 

をクリックします。 
しばらくすると、「Webアクセスの確認」ダ

イアログが表示されます。 

更新 

 

④ 更新する場合は、    をクリックしま

す。（※本画面は、２度表示されますので、

それぞれ    をクリックします。） 

 

はい 

はい 

証明書更新 

今すぐ更新する 

後で更新する 
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⑤     をクリックします。 

「電子証明書発行完了」画面が表示されま

す。 

はい 

 

⑥ ご使用のパソコンに、更新された証明書の 
  情報が表示されます。 
             をクリックして、 
  一度ブラウザを終了します。 

 
以上で電子証明書の更新は終了です。 
続けて、更新前の古い電子証明書を削除します。 

このウィンドウを閉じる 

証明書 

⑦ Internet Explorer の「ツール」―「インタ

ーネットオプション」―「コンテンツ」内 
      をクリックします。 
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★電子証明書の有効期限は、発行してから１年となっているため、有効期限切れが迫った場合はお客様
に更新を促す通知を行います。 

 ＜通知方法＞ 
  ・Ｅメール通知 
   有効期限切れ３０日前に、お客様が登録されているメールアドレスに通知します。 
  ・画面表示 
   有効期限切れ３０日前より、ログイン画面からメイン画面へ遷移する間に有効期限を通知します。 
 
★万が一、有効期限を過ぎてしまった場合は、有効期限日から９０日以内に、ログイン画面の電子証明

書取得から電子証明書を取得してください。 
 なお、有効期限日から９１日以上経過の場合は、電子証明書を取得することができなくなるため、再発

行処理が必要です。（管理者（マスタＩＤ）の場合は、当金庫へ再発行の届出が必要となります。） 

ポイント 

⑨ 有効期限を確認し、更新前の電子証明書を 

選択し    をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩      をクリックします。 

 

以上で古い電子証明書の削除は完了です。 

取得した電子証明書を使って、ログインができ

ることを確認してください。 

削除 

はい 

⑧ 「証明書」画面で発行先、発行者、有効期 

  限を確認します。 

ＷＥＢ－ＦＢで利用する電子証明書は、 

 発行先：「ＩＤ＋１５０６」 

 発行者：「SHINKIN WEB-FB CA」です。 

有効期限が古い日付のものが更新前の電子 

証明書です。 

この場合は、上段にある電子証明書が古い 

電子証明書です。 
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７．電子証明書の再発行をするには 

  故障によるパソコンの入替や誤って電子証明書を削除してしまった等で、承認者・一般者（パブリ

ックＩＤ）の電子証明書の利用ができなくなった場合は、管理者（マスタＩＤ）により電子証明書を

再発行する必要があります。本処理は、管理者（マスタＩＤ）のみ可能な取引です。 

また、管理者（マスタＩＤ）の電子証明書を再発行する場合は、当金庫へ届出後、「３．電子証明

書の取得」を行ないます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 利用者選択画面が表示されますので、電子 
  証明書を再発行する利用者を選択し、 
  をクリックします。 

 

編集 

① メニューの      をクリックしま
す。 

 
② サブメニューまたはご利用メニューから 
            をクリックします。 
 

 
★承認者・一般者（パブリックＩＤ）の電子
証明書の再発行は管理者（マスタＩＤ）の
み可能とします。 

 
★管理者（マスタＩＤ）以外でログインした

場合は、電子証明書の再発行はできません。 
 
★管理者（マスタＩＤ）自身の電子証明書の 
 再発行は行えません。 
 管理者（マスタＩＤ）の電子証明書を再発 
 行する場合は当金庫へ電子証明書再発行の

届出後、「３．電子証明書の取得」操作をす
る必要があります。 

 

メモ 

管理機能 

ＩＤメンテナンス 
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⑤     をクリックします。 
 

登録 

④ 編集画面が表示されますので、電子証明書欄 

  から「再発行する」を選択します。 
 

⑥ 登録完了画面が表示され、承認者・一般者

（パブリックＩＤ）の電子証明書再発行が 
完了します。 

 

 
★本処理終了後、承認者・一般者（パブリッ
クＩＤ）は電子証明書の取得を行います。 

 電子証明書の取得方法については、「３．電
子証明書の取得」を参照してください。 

メモ 
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８．電子証明書の失効をするには 

  承認者・一般者（パブリックＩＤ）の電子証明書の利用を停止したい場合は、失効処理を行います。

失効処理を行った電子証明書は利用不可となり、該当電子証明書を利用したログインはできなくな

ります。本処理は管理者（マスタＩＤ）のみ可能な取引です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 利用者選択画面が表示されますので、失効 
  するお客様ＩＤを選択し、    をクリ

ックします。 

編集 

① メニューから      をクリックしま

す。 
② サブメニューまたはご利用メニューから 
            をクリックします。 

 
★承認者・一般者（パブリックＩＤ）の電子
証明書失効は管理者（マスタＩＤ）のみ可
能な取引です。 

 
★管理者（マスタＩＤ）以外でログインした
場合は、電子証明書の失効はできません。 

 
★管理者（マスタＩＤ）自身の電子証明書の 
 失効は行えません。 
 管理者（マスタＩＤ）の電子証明書を失効 
 する場合は当金庫へお届けが必要です。 
 

メモ 

管理機能 

ＩＤメンテナンス 
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⑤     をクリックします。 
 

登録 

⑥ 登録完了画面が表示され、承認者・一般者

（パブリックＩＤ）の電子証明書失効が完了し

ます。 
 

④ 編集画面が表示されますので、電子証明書欄 

  から「失効する」を選択します。 

 
★本処理終了後、失効した電子証明書の承認
者・一般者（パブリックＩＤ）はログイン
ができなくなります。 

 
★失効処理された承認者・一般者（パブリッ
クＩＤ）で電子証明書を再度利用したい場
合は、電子証明書を再発行する必要があり
ます。 

 
★承認者・一般者（パブリックＩＤ）情報の
削除を行った場合は、自動的にＩＤに対応
する証明書の失効を行います。 

 

メモ 
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９．電子証明書Ｑ＆Ａ                            
Ｑ．使用しているパソコンが壊れた場合はどうしたら良いですか？ 
Ａ．パソコンの修理、ブラウザまたはＯＳの再インストールを行った場合は、電子証明書が失われます

ので、支店にて再発行の手続きを行ってください。（マスタＩＤのみ） 
 

Ｑ．１人の利用者が複数のパソコンで利用したい場合はどうしたら良いですか？ 
Ａ．パソコン１台につき１ＩＤ・１枚の電子証明書の発行となりますので、複数のパソコンで利用した

い場合は、パソコン台数分の利用者ＩＤ登録および電子証明書の取得を行ってください。 
 
Ｑ．電子証明書がインストールされたパソコンを紛失した場合、どうしたら良いですか？ 
Ａ．電子証明書の失効手続きを行ってください。失効処理を行った電子証明書は利用不可能となり、該

当電子証明書を利用したログインは不可能となります。 
 
Ｑ．ＷＥＢ－ＦＢ再契約を行った場合、取得済の電子証明書を再利用できますか？ 
Ａ．再利用はできませんので、新規に電子証明書の発行を行ってください。 
 
Ｑ．電子証明書を誤って削除してしまった。 
Ａ．電子証明書の再発行を行う必要があります。 
  管理者（マスタＩＤ）の電子証明書を削除してしまった場合は、当金庫へ再発行の届出後、「３．

電子証明書の取得」を行なってください。 
 
Ｑ．電子証明書方式と従来のＩＤ・パスワード方式の併用はできますか？ 
Ａ．併用はできません。 
 
Ｑ．電子証明書の有効期限はありますか？ 
Ａ．企業が電子証明書を取得した日から１年間が有効期間です。期限経過した電子証明書は利用不可能

となりログインが行えなくなりますので、有効期限前に更新を行ってください。 
 
Ｑ．電子証明書の更新はいつまでに行えば良いですか？ 
Ａ．電子証明書の更新は有効期限３０日前から有効期限までに行うことが可能です。 
 
Ｑ．ＩＤを削除した場合、電子証明書はどうなりますか？ 
Ａ．ＩＤの削除と同時に自動的にＩＤに対応する電子証明書の失効を行います。 
 
Ｑ．管理者（マスタＩＤ）が電子証明書を取得した場合、承認者・一般者ＩＤはどうなりますか？ 
Ａ．管理者（マスタＩＤ）が電子証明書を取得した時点で、承認者・一般者ＩＤはＩＤ・パスワード方

式でのログインができなくなります。 
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Ｑ．電子証明書の有効期限が迫った場合、更新を促す案内はありますか？ 
Ａ．あります。通知方法はメール通知およびログイン後の画面表示にて行います。 

メール通知では、有効期限切れ３０日前に登録されているメールアドレス宛に通知し、画面表示で

は、有効期限切れ３０日前より、ログイン後の画面にて通知します。 
 
Ｑ．電子証明書更新後、古い電子証明書が残っているがどうしたら良いですか？ 
Ａ．電子証明書を更新しても古い電子証明書は自動的に削除されないため、不要な電子証明書は削除し

てください。 
 
Ｑ．まだ電子証明書を取得していません。電子証明書の取得期限はありますか？ 
Ａ．あります。取得期限は発行から８０日間です。 
 
Ｑ．電子証明書取得期間中はＩＤ・パスワード方式でのログインは可能ですか？ 
Ａ．可能です。ただし、電子証明書取得後は電子証明書のみのログインとなります。 
 
Ｑ．取得期間内に電子証明書を取得しなかった場合は、どうなりますか？ 
Ａ．ＩＤ・パスワード方式でのログインが不可能となりますので、電子証明書を再発行する必要があり

ます。なお、管理者（マスタＩＤ）の電子証明書の再発行は当金庫まで届出して下さい。 
 
Ｑ．無効な電子証明書を選択した際、エラーメッセージ画面が表示された。どうしたら良いですか？ 
Ａ．一度ブラウザをすべて終了させてから再度ログインを行ってください。ブラウザを終了せずに再ロ

グインを行った場合、同様のエラーメッセージが表示されます。 
なお、本人と異なるユーザＩＤまたは電子証明書にてログインした場合も同様となります。 

 
Ｑ．電子証明書取得・更新時、更新エラー「推奨環境でないブラウザをご利用しているか、お使いのブ

ラウザの互換表示設定がされておりません。（エラー：RA006）」が出た。 
Ａ．推奨環境である Internet Explorer を使用してください。 

すでに Internet Explorer を使用している場合は、画面メッセージに従い互換表示設定を行ってく

ださい。（手順の詳細は文中の「ご案内ページ」をクリックしてください。） 
 


	電子証明書方式のご利用を開始するにあたり、次の手続きが必要となります。
	４．電子証明書方式によるログイン

